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大規模災害発生時、行政では、先ずは「防災無線」 

で危険を知らせ、その後、掲示板や回覧板、また 

町内会組織を通じて、様々な情報を発信してきます。 

しかし、いずれの方法でも、内容を伝えるには限界 

があり、時間もかかります。 

 

葉山の場合、一戸建て家屋に住む方が多く、被災し 

ても自宅に留まる方が多いと見られ、個別に情報を 

伝える点に特に注意が必要です。 

 

 

そこで、葉山災害ボランティアネットワーク（略称： Ｈ Ｓ Ｖ Ｎ
エイチ・エス･ブイ・エヌ

）では、葉山町で作

成した「葉山町防災マップ」の上に、様々な情報加えた『葉山町災害情報地図』

を作りました。 

『葉山災害ボランティアセンターポータルサイト』というページに載っています。 

 

インターネットに接続して、この地図上に自宅の住所を 

入力すると、近隣の情報が、リアルタイムで知ることが 

出来るサイトです。 

被災情報が地図に入力されておれば、例えば、冠水や 

崖崩れで通行不能になった道路情報が分かり、安全に 

避難することも出来ます。また、救援物資が何処に何時 

配られるかも知ることが出来ます。 

 
 

また、被災時には、『葉山災害ボランティアセンター』 

が開設され、全国からたくさんの救援ボランティアたち 

が来てくれますが、彼らが救援に出かける先も、この 

地図で示されるので、迅速に作業に取り掛かれます。 

 

従来の紙ベースで配られる情報は、常に最新の状態にしておくことは困難でした。

しかし、『葉山災害ボランティアセンターポータルサイト』では、最新の情報が何時

何処にいても見ることが出来ます。 

インターネットを使って、 『葉山町災害情報地図』 を見てみませんか！ 

大規模被災時 
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【葉山災害ボランティアネットワーク ：佐藤 編】 
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◇情報の入り口 
スマホやパソコンで、インターネットの検索サイト（yahooや google）に 

『葉山災害ボランティアセンターポータルサイト』 と入力して画面を開きます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇『葉山災害ボランティアセンターポータルサイト』のページが出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

葉山社協からの情報がここで

見られます。 

葉山災害ボランティアセンタ

ー(略称：HSVN)の情報がここ

で見られます。 

“ボランティアセンター“が開

設されたときセンターからの

情報がここで見られます。 

“葉山町災害防災地図”をク

リックすると、さまざまな情報

(生活情報･施設情報･危険

箇所情・救援情報など)が見

られます。 
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◇“葉山町災害情報地図へ”をクリックすると葉山町の様々な情報が見

られます。 （下の図は ショップ/GS/金融機関/公共施設 のページを例示しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、ここをクリックする

と、公衆トイレや公衆電話の

情報が見られます。 

“マップを開く“をクリックすると、

情報が地図上で見られます。 

また、施設箇所にカーソルを置く

と、施設の内容が表示されます。 

ここをクリックすると、医療機

関情報が見られます。 

ここをクリックすると、避難所

情報が見られます。 
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◇“マップを開く”をクリックすると地図上の様々な情報が見られます。  

 

 

 

 

“マップを開く“をクリックして、地図が出たら、画面右下の「住所」の欄

に、自宅住所を入れて 移動 をクリックします。 

自宅が地図上の中心に位置しますので、適当な縮尺にして情報を読

み取ります。 
（上の地図例は、住所「堀内 1820」を中心にして、近隣の医療機関を表示させています） 

被災時には、避難所情報とか、救援物資配布情報とかが追加される

ようになります。 

 

災害情報ポータルサイトとは、明日にも起きてもおかしくない

大災害に備えて、防災・減災に関する様々な情報を集めた、

便利な情報ページです。ポータルとは玄関の意味があります

が、多くの情報に繋がっている情報の玄関＝入口です。 

HSVN では、このポータルサイトを作る仲間を募集します！ポ

ータルサイトを作るにはいろいろな力が必要です。 

 
１、情報収集：写真を含む地域情報を収集する 

２、情報整理：収集した情報を Excel表へまとめる 

３、編集作業：Eコミグループウエアを使ってポータルサイトを作成する 

・このページも含め、ポータルサイトは防災科学技術研究所がサポートしている Eコミグルー

プウエアを使って作成します 

・エクセルにまとめた情報を地図に表示できるようにする 

・E コミグループウエアの操作は覚えると難しくはありません。その操作を覚えてサイト全体

の構成・文章作成・更新作業などを行う。                      

以上 

 


